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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】 

 平成18年８月24日付をもって提出した第11期（自 平成17年６月１日 至 平成18年５月31日）の有価証券報告書の記載事項の

うち一部に訂正を要する箇所がありましたので、これを訂正するために有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。 

  

２【訂正事項】 

第一部 企業情報 

第２ 事業の状況 

１ 業績等の概要 

(2）キャッシュ・フロー 

第５ 経理の状況 

１ 連結財務諸表等 

(1）連結財務諸表 

⑤ 連結キャッシュ・フロー計算書 

２ 財務諸表等 

(2）主な資産及び負債の内容 

⑥ 短期借入金 

  

３【訂正箇所】 

 訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。 

  

第一部【企業情報】 
  

第２【事業の状況】 

  

１【業績等の概要】 

(2）キャッシュ・フロー 

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー 

（訂正前） 

 当連結会計年度の財務活動によるキャッシュ・フローは前連結会計年度と比較して1,025百万円増加し、5,067百万円の収

入超過となりました。キャッシュ・フローの増加要因は、短期借入金が前連結会計年度に比べ731百万円増加し、固定資産の

取得に伴う長期借入金の増加を含め、長期借入れによる収入が4,935百万円増加した一方、長期借入金の返済による支出が

3,627百万円増加したこと、社債の償還による支出が110百万円増加したこと、及び当連結会計年度に新株発行がなかったこ

とで株式の発行による収入が762百万円減少したことによるものであります。 

  

（訂正後） 

 当連結会計年度の財務活動によるキャッシュ・フローは前連結会計年度と比較して1,025百万円増加し、5,067百万円の収

入超過となりました。キャッシュ・フローの増加要因は、短期借入金が前連結会計年度に比べ731百万円増加し、固定資産の

取得に伴う長期借入金の増加を含め、長期借入れによる収入が1,862百万円増加した一方、長期借入金の返済による支出が

553百万円増加したこと、社債の償還による支出が110百万円増加したこと、及び当連結会計年度に新株発行がなかったこと

で株式の発行による収入が762百万円減少したことによるものであります。 

  

 



第５【経理の状況】 

  

１【連結財務諸表等】 

(1）【連結財務諸表】 

⑤【連結キャッシュ・フロー計算書】 

（訂正前） 

  

 

    
前連結会計年度

（自 平成16年６月１日 
至 平成17年５月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成17年６月１日 
至 平成18年５月31日） 

区分 
注記 
番号 

金額（千円） 金額（千円） 

＜略＞   

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金等の預入による支出   △51,115 △44,423

定期預金等の払戻による収入   10,501 18,609

固定資産の取得による支出   △237,299 △3,528,832

固定資産の売却による収入   472 199,542

投資有価証券の取得による支出   △100,901 △262,786

投資有価証券の売却による収入   100,172 1,045

貸付けによる支出   △58,800 －

貸付金の回収による収入   64,523 3,236

その他資産の増加（△）又は減少額   90 －

投資活動によるキャッシュ・フロー   △272,354 △3,613,606

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増加又は減少（△）額   930,930 1,662,750

長期借入れによる収入   6,159,149 11,095,048

長期借入金の返済による支出   △3,748,626 △7,376,022

社債の発行による収入   98,250 －

社債の償還による支出   △160,000 △270,000

株式の発行による収入   762,182 －

配当金の支払額   － △44,092

財務活動によるキャッシュ・フロー   4,041,886 5,067,683

Ⅳ 現金及び現金同等物の増加又は減少
（△）額 

  372,154 △7,247

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高   427,360 799,514

Ⅵ 現金及び現金同等物の期末残高 ※１ 799,514 792,266

    



（訂正後） 

  

 

    
前連結会計年度

（自 平成16年６月１日 
至 平成17年５月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成17年６月１日 
至 平成18年５月31日） 

区分 
注記 
番号 

金額（千円） 金額（千円） 

＜略＞   

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金等の預入による支出   △51,115 △44,423

定期預金等の払戻による収入   10,501 18,609

固定資産の取得による支出   △237,299 △3,528,832

固定資産の売却による収入   472 199,542

投資有価証券の取得による支出   △100,901 △262,786

投資有価証券の売却による収入   100,172 1,045

貸付けによる支出   △55,400 －

貸付金の回収による収入   61,123 3,236

その他資産の増加（△）又は減少額   90 －

投資活動によるキャッシュ・フロー   △272,354 △3,613,606

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増加又は減少（△）額   930,930 1,662,750

長期借入れによる収入   4,840,300 6,702,800

長期借入金の返済による支出   △2,429,776 △2,983,773

社債の発行による収入   98,250 －

社債の償還による支出   △160,000 △270,000

株式の発行による収入   762,182 －

配当金の支払額   － △44,092

財務活動によるキャッシュ・フロー   4,041,886 5,067,683

Ⅳ 現金及び現金同等物の増加又は減少
（△）額 

  372,154 △7,247

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高   427,360 799,514

Ⅵ 現金及び現金同等物の期末残高 ※１ 799,514 792,266

    



２【財務諸表等】 

(2）【主な資産及び負債の内容】 

⑥ 短期借入金 

（訂正前） 

  

（訂正後） 

  

  

相手先 金額（千円）

第一勧業信用金庫 980,500 

相手先 金額（千円）

第一勧業信用組合 980,500 
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